
単位数

ａ ｂ ｃ

・ライフステージにおける発達段階

について学ぶ

・自立と共生について ・学習ノート

・現代の家族について ・課題の提出状況

・定期考査

・子どもの発達

・子どもの生活習慣

・高齢社会に生きる私たちの暮らし

について

第5章　社会とかかわる ・高齢者を知り、これから増える 認 ・学習ノート

知症の高齢者との接し方について ・課題の提出状況

第7章　衣生活をつくる ・衣服の素材から管理まで ・定期考査

・持続可能な衣生活をつくる

第8章　住生活をつくる ・住まいを計画する

・環境に配慮した快適な室内環境

・安全な住まい ・学習ノート

第9章　消費行動を考える ・消費行動と意思決定 ・課題の提出状況

・消費生活の現状と課題 ・定期考査

・消費者の権利と責任

第6章　食生活をつくる ・食生活と栄養、食品のかかえわり

について ・学習ノート

・調理実習 ・課題の提出状況

第10章　経済的に自立する ・暮らしと経済について ・定期考査

ｃ．周囲と協働し、課題解決に向けて主体的に
授業に参加することができた。

ａ．生活を自分事をとらえ、主体的に営むため
の方法を理解することができた。実技の習得を
目指し努力している。

ｂ．家庭や地域及び社会における生活の中か
ら課題を設定し、その課題解決に向けての方
法を考えようと努力することができた。

〇 〇

岩手県立盛岡農業高等学校
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評価の観点
学期

第4章　高齢者とかかわる

第2章　自分らしい生き方と
家族

第3章子どもとかかわる

〇

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

10%

30% 20% 10%

30% 0% 30%

31整理番号

50%

30% 10%

20% 10%

0% 30%

50% 50%

考査外考査重み付け

30%

100%

0%

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

50%50%100%

40% 30% 10%

30% 20% 10%

30%

100%

主体的に学習に取り組む態度 30% 0% 30%

30%

30%

100%

40%

30%

50%

知識・技能(技術)

後
期
末

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 家庭 科　目 家庭基礎

学習
方法

〇世の中の課題に目を向け、自分の考えを発表したり、周りの生徒と話し合いながら課題解決の方法を探ります。

〇基礎的・基本的な技術を身に着けるため、実験実習を行います。

教科書 実教出版「家庭基礎　気づく力　築く未来」 実教出版「家庭基礎　気づく力　築く未来　学習ノート」副教材

1学年（ＡＢＣＥ科）

○人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それら

に係わる技能を身につける。

〇様々な人と協力し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。
学習
目標

2 学年・学科

50%

40% 30% 10%

20% 10%

単元の評価規準
単　元　名
（ 題 材 ）

評価方法
学 習 内 容
（小単元）

前
期
中
間

令和６年度 年間指導計画

評 価 の 観 点

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家
庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，生活
を主体的に営むために必要な家族・家庭，衣食住，消費や環境など
について理解しているとともに，それらにかかわる技能を身につけ
ている。

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身につけている。

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域社会に
参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を創造し，実践
しようとしている。

思考・判断・表現

知識・技能
（専門教科は知識・技術）

ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り組
む態度

評価の観点の趣旨

後
期
中
間

前
期
末

前
期
中
間

50%

30%

第1章　これからの人生につ
いて考えてみよう

　

40%

ａ．生活を自分事をとらえ、主体的に営むため
の方法を理解することができた。実技の習得を
目指し努力している。

〇 〇 〇

〇 〇〇

〇 〇 〇 ｂ．家庭や地域及び社会における生活の中か
ら課題を設定し、その課題解決に向けての方
法を考えようと努力することができた。

ｃ．周囲と協働し、課題解決に向けて主体的に
授業に参加することができた。

ａ．生活を自分事をとらえ、主体的に営むため
の方法を理解することができた。実技の習得を
目指し努力している。

ｂ．家庭や地域及び社会における生活の中か
ら課題を設定し、その課題解決に向けての方
法を考えようと努力することができた。

ｃ．周囲と協働し、課題解決に向けて主体的に
授業に参加することができた。

ａ．生活を自分事をとらえ、主体的に営むため
の方法を理解することができた。実技の習得を
目指し努力している。

ｂ．家庭や地域及び社会における生活の中か
ら課題を設定し、その課題解決に向けての方
法を考えようと努力することができた。

ｃ．周囲と協働し、課題解決に向けて主体的に
授業に参加することができた。


